夢窓流治庭

基礎事項：越一楓著　成立、寛政11年（1799年）（飛田範夫による。）

掲載方法：○は章を表す。■は原文（上原敬二が編纂）□は現代語訳◇はリファレンスとなる。

○山水役石居所之伝

１三尊石　三神とも守護石とも

■但し仏家にては三尊石、神家にては三神石と云ふ、尤、此余に石は神家にても仏道の石名を名付る事不厭。

右三尊石は庭第一の石なるが故に正面中央に立之、尤、一石にてもニ石にても意同じ、据様随分、根の強く少しも動ざる様に据るを第一とす、但、副石あしらいは幾石ありとも、役石の数にいらされば不苦、奥皆如此。
２台坐石

■但し神家にては玉台石と云、尤、神家にて石名の替るは三尊石と此玉台石計也。

右、台坐石は三尊石の下にあり、尤、石数は時の宣に任せ居べし。

３不動石

· 滝副石とも云、滝の上、又は滝の中央に立也。

４童子石

■右不動石の下にあり、尤、ニ石、五石、七石を限る。
５日天石、月天石

■下に白雲石あり、正面左右の山の高きに立也、尤も狭き庭には一ヶ所に寄せても立る事あり。

但し常人の庭には可有遠慮。

６三光石

■三光石　山の高きに一つ離れて立之。但右同断。

７麒麟石

· 麒麟石
８鳳凰石

· 鳳凰石
９桐林

· 桐林

以上三品秘訣可有遠慮
· １０二王石

· 二神石とも二柱石とも、庭の前左右又は入口に立之、副石は数を論ぜず。
１１影向石

■上坐石とも、側に松を植る、山の際、又は池の向うちにあり、又、主人島か客人島に居る事有、又、影向島ある時は是に居る。

· １２山頂石

· 滝口右に有時は左の山高きにあり。
１３山腰石

· 滝口右に有時は左の山の腰にあり。

１４雲霧石

■同　高きに有り。

· １５雲霧石

· 同断
· １６嶺脚石

· 同断
１７晴月石

· 同断

· １８吐影石

· 南の山の高きにあり。
１９月陰石

■月呑石、天影石、西の山の高きにあり。

２０腰掛石

■山路にあり。

· ２１道居石

· 同断
２２豹隠石

· 同断

２２虎渓石　

· 山路又は谷にあり

· ２３浪切石

· 滝口にあり。
· ２４浪返石

· 同断
２５滝石

· 滝挟石とも云ふ、滝の左右にあり、但し一石にて用ゆ。

· ２６水叩石

· 滝の落る下にあり、水あたる様に居付べし。
２７水分石　

· 浪分石とも云ふ、滝坪に向てあり。

· ２８無名石

· 浪隠石とも云ふ、滝坪の近きにあり、水の見えかくれに居る。
· ２９客拝石

· 客人島にあり。
３０対面石

· 同断

３１履脱石

· 同断

３２鴎宿石

· 客人島の近く水中に有り。

· ３３水鳥石

· 同断
３４安居石

· 主人島にあり。

３５遊居石

· 同断

· ３６腰息石

· 同断
３７鶴石

· 蓬莱島、亀石に向て立之、方丈島、瀛州にも立之、但し蓬莱山には松を植る、方丈しま、瀛州には竹梅は不植。

３８亀石　

· 同断

３９竹石　

· 方丈島に立之

· ４０梅石

· 瀛洲に立之
４１主人石

· 主人島なき時に用之、祝言の石也。

４２客人石

· 客人島なき時に用之、祝言の石也

４３洲門石

· 池の前、入江に向淵にあり。

· ４４羅漢石

· 十六羅漢石とも云ふ。是石数一六居るにはあらず、一石にても立之、山にては日天石の下にあり、又は川襟、橋の向に有、又は羅漢島とも云て、是を作る事もあり。
· ４５座禅石

· 山の襟、平なる所にあり。
４６八部石　

· 影向石の側に立之、何れも向水際たるべし。

４７蓬莱石

· 蓬莱島なき時に用之、祝言の石也

４８方丈石

· 方丈島なき時に之を用ゆ、同断

４９瀛州石

· 瀛州島なき時に之を用ゆ、同断

□瀛州島がない時にこの石を据える。幸運を祈る石である。

· ５０青苔石

· 山の腰又は向水際にあり
５１寿命石

· 池の前に有、祝言の石なり、尤も上席の方たるべし

５２富貴石

· 同断

５３礼拝石

· 池の前中央にあり

５４焼香石

· 礼拝石の脇に有

５５手掛石

· 焼香石の脇にあり

５６父母石

· 池の横、滝の脇にあり

５７和合石　

· 同断

５８合点石　

· 同断

５９金剛宝釵石

· 滝の上、脇山の横に有、但、三尊石のうしろ、左にも立也。

６０鳥居石　

· 不動石の下、水際に有、又は三尊石の左脇に居る事も有。

６１遊山石　

· 島に有。

６２盃帯石　

· 同

６３硯滴石　

· 滝坪の入口又は向奥深く入込みたる其入口に有。

· ６４竜門石　

· 同断
６５仙人石　

· 正面山の横にあり、又は山のけはしきに立也

６６釣台石　

· 向水際にあり

６７山神石

· 山の高き所左右に有、但一石にても用之。

６８滝波石　

· 滝門石の近く水際にあり

６９金剛石　

· 影向石に副て池の向ふに立る、但、山の襟に離れても用也。

７０四天石

· 山の左右に二ツあり、池の左右に二つあり。

· ７１筆架石　

· 向水際にあり。
７２硯用石　

· 同

７３筆石　

· 同

７４怒濤石　

· 同

７５遊魚石　

· 同。但、池の前にも用る事あり。

７６寅行石　

· 池の向入江にあり、又は水下橋の向水際にも居る也。

７７豹行石

· 同

７７阿石　

· 水際橋の左にあり

· ７８吽石　

· 同、左にあり。
７９目付石　

· 浜の州崎にあり。

８０通天石　

· 通天橋の左右にあり、但し通天橋なき時は無之。

８１点額石

· 通天橋の下に有。

８２盤石　

· 同。

８３獅子走石　

· 通天橋の近きにあり。

８４虎嘯石　

· 山の高きにあり。

８５臥虎石　

· 野辺にあり。

８６柳異石

· 山の襟に有。

８７しやうぼう石　

· ひよくの石なり、池の岸にあり。

· ８８カンマン石　ホロン石　

· 橋の前左右に有。
８９東カウ石　

· 池の向ふちにあり。

９０神石　

· 水門石の近く又は水中水際にも有。

９１清面石

· 水中にあり、尤水下の方に寄て居るべし

９２鴛鴦石　

· 同、池の中央。

９３激水石

· 同

９４木葉返石　

· 川襟にあり。

· ９５水禦石　

· 同
９６塵流石　

· 同

· ９７落水石　

· 同
９８浪受石　

· 同

９９水除石　

· 同

１００水門石　

· 同

１０１橋挟石

· 橋前後左右四ツ可有、但向前二ツにても用之

１０２三鬼毒竜石　

· 則ち鳥ヨク沙摩明王石也。右の石は雪隠の近くに居る也。

１０３臥竜石

■是は常人の庭には秘訣、不用之。京都大徳寺池中太仙院相阿弥之作之庭に左の通り役石あり。臥牛石、亀甲石、長船石、虎頭石、仙帽石、明鏡石、達摩石、沈香石、不動石、観音石、鞍馬石、仏盤石。
· 橋の名の事

１通天橋　

· 正面高山に横に掛る、人の不通橋なり。

· ２滝池橋　

· 正面池の中央に横に掛る。
３影向橋　

· 同断、但、竪横何れにも掛る、尤も、中に島ありて其の島に掛る事あり、其時は此島を影向島と云。

· ４鵲橋　

· 池の少し脇に掛る、尤、板二枚にして喰違ひに掛る也。
５相生橋　

· 二つ橋也。

６八つ橋　

· 板八枚をちどりに掛る也。

７川襟橋　

· 常の如し

８丸木橋　

· 樵父の可通とも覚しき谷に掛る。

· ９藤橋　

· 人之往来稀なると覚しき谷に掛る。
· 御成庭の事

■御成庭は山水、植込等すべからず、外路地迄も植木根もとをあらはにすべき事也、尤も有来る大木は苦しからず、又、目隠し杯に若し木を植るとも棒松の類たるべし。総体は砂庭にして浜形、小石、色石杯取合、捨石、景ある石を数少なく据へ、根笹、さつき類を根「＝」に少しあしらい、四方見通し晴やかにして木隠れ、物隠れなきやうに作る事肝要なり。

· 三島一連の庭の事

· 是、祝言の庭也。
· 三島一連とは蓬莱島、方丈島、瀛州此三島を庭の正面に作り、尤、平庭にして外に山なく、植物なく、唯三島計り石を遣ひ、植物には松を重とし、左右の島にはそてつ杯を用ひ、総体は砂庭にして堀際に物なく、尤、有木大木は苦しからず、夫、如此に作るを三島一連の庭と云也、但し段石は前文に記する故に略之。
· 九山八海とは総体海の形にして四方より滝を落とす也、但し常人には可有遠慮

· 治水作りとは河下を作らず、唯出水の様に作る是也。
· 面向の庭は山を戌亥に作り、河下未申に可作也、其外三方とも是に同じ。

· 植込庭の植木は総て五七五と植るを大法とす。
· 水草の類は総て池の前ふちに寄せて可植也。
· 竹は寺社にては左之方に可植也、其外にては右の方に可植也。

□竹は寺社では左の方に植える。その他は右の方に植える。

· 山の高さは大方三尺を限る。

□山の高さは大体約90cmまでである。

· 池の深さは大方二尺五寸を限る。但、時の宣に可順、強て是にかたよるにあらず。

□池の深さは大体75cmまでである。ただし、時代によって合わせるべきでこれに個室する必要はない。

○池堀形の事

· 池の堀形は先、水字形、半月形、心字形、流水形、是也、是又強て此形に而已限るにあらず、その庭の広狭によりて臨機応変也。

· □池の堀形はまず、水字形、半月形、心字形、流水形、がある。これは、また強てこの形に限のではない。その庭の面積によって臨機に変えるべきである。

○山築様の事

· 山を築には先、竹の四寸廻位なるを四つに割て其竹わりを以て築んと思ふ通りに恰好を能定めて定りたる所にと杭を以て夫を留め、又其の上より十文字に彼竹を向前と又曲て是を横に廻つて能く見、山の恰好前の如くになし、能定りたる所にて同じく杭にて留め、扨幾山組とも右の如くになして山の高下をよく定め、夫より山襟を此所迄にて留めんと思ふ所より縄張をなして襟の出入、恰好をよく定め、夫より山襟を此所迄にて留めんと思ふ所より縄張をなして襟の出入、恰好をよく定め、右の縄が杭にて動かぬやうに能留め、扨て平庭に築山なる時は直に其竹わり其縄張之形として土を持せ、築上る時はおもいの侭に忽ち築山成就し、殊に其山の形、無理なくして誠に自然に如し、扨、又池を掘る時は池の幅、庭の広狭に従ひ大概何間、何尺と定め、打出し右にあらば左の方を水吐となして縄張りを向ふの縄張りにならひ、出島、入江の恰好、風景を能く定めて縄張りをなし、同じく杭を以て其の縄張りを動かぬやうになして、池の深さを定め、是池のふち通り、石にて留る時は縄張かくの如し、扨、又池のふち通り、向ふ前共に芝にてなだれになす時は、右向山襟の縄張りは其侭にして、夫より一重山の方へ三尺程引こまし、又同じ様に縄張りをなす、是重縄張りなり、扨、前ふちの縄張りも池の幅定めたる縄張りより一重手前に一間程引こまし、又同じ様に縄張をなす、是向前共に二重縄張なり、扨如是して向前共に外の縄張の所より自然下りに堀下げ、内の縄張には不溝堀る、然る時は縄、土を離るる故に其侭に下へ押付て定めたる深さまで堀下べし、其外なだれの恰好堀下げ様委しくは筆紙にあらはす事不能、依て口伝ならでは弁へがたし。

□山を築くにはます、直径12cmくらいの竹を四つに割って、その竹割を使って思った格好よく定めて

○三忌石の事

１一貧石、病石、死石、是也

· 貧石とは一ツつつ石をはなして居たるなり、病石とは石の頭ゆがみたる据へ方也、死石とは立つべき石を横にふせ、又、横に伏すへき石を立る、是也。

□貧石とは一つずつ石を放して据える事をいう。病石とは石の頂部がゆがんでいる様に据える事をいう。死石とは立石に使うべきなのに横に臥せて据えて、また横に臥せて据えるべき石を立てて使う事をいう。

· 滝口石組様の事

□滝口の石組みの事
· 石畳上げ様の事

· 一石、二名、三名の事

· 鉢前石遣ひよふの事

以上口伝ならでは弁へがたし。此外、石垣の大法、山水図取の大法、委しくは予が先達而著す所の盆庭示源録に之をしするが故に今爰に略之、余は真の山水図を見て庭作の大法をよくしるべし。

○茶方の庭作の事

· 数寄屋躙り口の柱石より敷居迄の高さ一尺五六寸、躙り口の踏石高、土より四寸五分位。但し蹴込の板より前の明き三寸五分位。

· 刀掛の踏石は躙り口の踏石より一寸程低し。

· 蹲踞手水鉢は水袋と前石の間一尺八寸より二尺位明け置よし、尤も石の大小によるべし、前石高さ土より三寸位。

· 手水鉢は前石より六寸計高く居てよし、蹲踞手水鉢は三ツ石也、椽先手水鉢は三石に限らず。
· 片口石は前石より一寸五分高く居へてよし、左右の石の見合也。
· 手燭石は前石より三寸程高く居へてよし、但し左右恰好見合也。

· 飛石の高さ土より二寸或は一寸五分たるべし。但、天子の飛石高さ五寸、諸侯の飛石高さ三寸、太夫の飛石高さ二寸、庶人の飛石高さ一寸、是飛石の大法也、併し一寸より二寸迄はなくて用之、三寸よりは秘訣可有遠慮。
· 飛石の明きは総て三寸也。但し三寸より狭きはくるしからず、三寸より広きは嫌ふ事也、其外飛石副様、役石共に委く真の山水の図の内に之を記すが故に略之。
· 猿戸には敷居なし、依って三四尺位の平石を居へ、其石の真中に猿戸を当て居る。

但し飛石のうち也、右猿戸の外に手燭石有べし、
· 中潜りには敷石あり、依て踏越見て程能石を居る、但し是も飛石のうち也。
· 飛石を居るには先づ躙り口の踏石、中潜りの石、猿戸下の右、刀掛の踏石、蹲据手水鉢並に前石、雪隠入口の石、道筋曲り所の石、右等を先に居て次で其間々の飛石を居へべき事也。但、飛石の中に客石七ツ有を七賢の飛石と云、口伝

· 塵穴は凡、さし渡し六寸丸くすべし、深さ八九寸より一尺迄で、ふち油石灰にて五分高く塗るべし。但、穴のふちより内に懸て景有石を一つ居て塗べし、又、ちり穴敷ある時は角に少し細長き形もあるべし。

· 下腹雪隠に石を居る事あり、依て居る時は左右の踏石自然石よろし、きんかくしの石は丸み有がよし、高さ凡、土より七寸五分位、後口の石は高さ一尺五分位也、糞落しには壺を居へ中に砂の敷よふ有　口伝。
· 内露地飾り雪隠は砂雪隠也、石の居へ様前に同じ。

但し後口に石なし、中少しくくぼくして川砂を敷、其砂を後口高に盛り立る也、尤も狭き路地には下腹斗になすことよし、又、箱雪隠の下腹もあり、総て雪隠は一間四方或は四尺四方、或は五尺四方也、是より狭きは下腹に用ひがたし。
· 待合腰掛、高さ土より一尺八寸位、幅一尺八九寸、横一間半位、踏石高さ二寸五分。

但、長き切石を用ゆべし、二の石は上客の着く方より据へ初むるなり
· 刀掛の棚は高さ刀掛の踏石より上棚迄五尺二寸に釣る故に先づ踏石を先に居て棚を釣るべき事也、棚は二重棚なり。
· 竹之刀掛は折釘に掛るなり、高さ右に準ずべし。

右茶方路地庭は総て外より見るを表とす、依て石灯籠の据へ様も半月の方を外より見る様に居るべし、木灯籠は台に乗せる、皮付丸太の上に十文字を打也、台の高さ凡三尺位。

但、灯籠の火は月夜には灯心多く入れて灯火を明らかになすをよしとす、闇夜には灯心を少く入て灯かすか成をよしとす。

扨、茶庭の体、其好み種々有といへども、先、大方は総て隠逸の体を重とす、依て心散乱したる時も茶庭に入る時は忽其の散乱の心を治め自ら其体森々として誠に人倫を絶たる心地する如くに作るを肝要とす、委しくは口伝ならでは弁へがたし。

· 茶庭惣体の次第

· 外露地、待合、腰掛、下腹雪隠、手水鉢、外共の腰掛、一と宿り、中潜り、囲前猿戸、手燭石、囲前荘雪隠、荘手水鉢。

· 石は鶴石、亀石、其外捨石也。

但し路地門の外に二王石を据る事有、口伝。
· 植木は総て冬木をよしとす、但、向植込の中より一二本なら柏の類の夏木有も又物さびたる体に見へて面白し、其外囲前又は椽先等に梅の外落葉物を植えず、夏木を植ることを嫌ふ。
○橋杭手水鉢の法の事

· 木口さし減し二尺五寸、長さ恰好次第、水袋深さ七寸尤も遠浅也、貫き穴そり橋のひつみに掘、其そり三寸、奥穴八寸、幅二寸七分也。

叩土仕様の事

· 石灰八升、塩四升、ねば土一斗

右交ぜ合せ、臼にて搗、扨、其の土へ油五升、塩二升、水三升入れ、棒搗にして後能くねれ合ひたる時、杵にて搗也。
· 灯籠は南都はらひ堂形、遠州形、宗易形、珠光形、利休形、紹鴎形、宗和形、雪見形。

是を惣て好の形と云、右好形は木隠に居べきものにあらず、依てあらはに押出てよく見ゆる所に可居事也、是、古人の好之形を見せんが成也、依つて木隠に居へるには集め灯籠か或は神社杯にある古灯籠を用ゆべし、右好の形に図は委しく築山庭造伝と云書に有之が故に略之。但し灯籠居所の事。

道見灯籠、水見灯籠、気色灯籠是也。

· 石色付の事

· 一ツハ蕗の汁一升、但ツハ蕗の葉を細かに切り臼にて搗く、水少し入る。
· 煮煤　五合

· 渋　五合

■右能交合せはけにて塗る。
· 庭作真行草の事

· 真の山水とは別紙に図するが如し（原書に図なし）依って是を略す。

· 行の山水とは正面の山に三尊石、滝口に不動石、前左右に主人島、客人島、其左右に二王石、前中央に礼拝石、此迄ありて、蓬莱、方丈、瀛洲の三島を初め、其外を除きたるを行の山水とは云也、但重立ぬ役石は其所乃模様によりて遣ふ事作者の心に任す、先大法行の山水は此と知べし。
· 草の山水とは惣て皆真行の体を略したるは皆草の山水也、依て唯三石据へ、或は五石、或は七石、或は九石居へるとも皆真行の体をかたとりたる物なれは是則草の山水と知べし。
· 去り嫌の事

· 蓬莱島に橋を掛る事を嫌ふ
· 正面通に植物にて石を切る事を嫌ふ。
· 植込に中に捨石を居る事を嫌ふ。

但し灯籠、手水鉢は木隠に居へるとも不苦。
· 縁きれたる石を嫌ふ

· さし合たる石を嫌ふ。
· 道の十文字を嫌ふ。

· 池水の上下なきを嫌ふ。

· 南を塞て北を開きたるを嫌ふ。
· 灯籠の縁つづきたるを嫌ふ。

但し縁さへ切る時は灯籠幾つ居るとも不苦。
· 根メの植物、石の前に植るを嫌ふ。

但し、石二つの間は前より植えるも不苦
· 滝の近くに橋を掛る事を嫌ふ。

· 茶庭の外三尊石ありて礼拝石なきを嫌ふ。
· 白石、紫石、斑石を嫌ふ。
· 頭の尖りたる石をあらはに見するを嫌ふ。

石の頂部がとがっているのを見せてはいけない。

· 山の頂尖りたるを嫌ふ
· 石の前左右より添石するを嫌ふ。

但し一石を見せ石の頭より植物して頭を隠す時は不苦。
· 海石を山へ居るを嫌ふ

但し山石を水辺に居るは不苦。

又、其所により山石なく海石計りなる時は、臨機応変也。
· 石の後に真中より木を植るを嫌ふ。

但し葉計り見ゆる根メ物は不苦、図の如し。

· 有来る大木の外、堀の際に木を植、石を居るを嫌ふ、

但し庭の広狭により或は一間、或は三尺、或は人の往来する程に惣て堀際を明るを大法とす。

· 山の頂きに続なくして石を居へ、木を植るを嫌ふ、
· 滝口に不動石なきを嫌ふ

但し、少しの打出しは不動石なくとも不苦。一飛石の道十文字なるを嫌う。

■飛石の道十文字なるを嫌う。

